
平成 27 年人口動態統計（確定数）の概況 

 

（山形県分） 

 

目 次 

１ 総覧 ···················································· １ 

２ 出生 

（１）出生数及び出生率 ································· １ 

（２）出生の動向 ······································· １ 

（３）母の年齢階級（５歳階級）別にみた出生率 ··········· ２ 

（４）合計特殊出生率 ··································· ３ 

３ 死亡 

（１）死亡数及び死亡率 ································· ３ 

（２）死亡の動向 ······································· ３ 

４ 自然増減数 ·············································· ３ 

５ 死因 

（１）死因別死亡数・死因順位 ··························· ４ 

（２）年齢階級（５歳階級）別死因 ······················· ５ 

（３）死因の動向 ······································· ６ 

（４）部位別にみた悪性新生物 ··························· ７ 

６ 乳児死亡 ················································ ８ 

７ 死産 ···················································· ８ 

８ 婚姻 

（１）婚姻件数及び婚姻率 ······························· ９ 

（２）平均初婚年齢 ····································· ９ 

９ 離婚 ···················································· 10 

付表 ···················································· 10 

 

統計表 

第１表 人口動態統計実数（山形県） ···················· 12 

第２表 人口動態統計率（山形県） ······················ 16 

第３表 年次別 10 大死因及び率(人口 10 万対)（山形県） ·· 18 

 

山形県健康福祉部 

 



 

用語の説明 

自 然 増 減：出生数から死亡数を減じたもの 

乳 児 死 亡：生後１年未満の死亡 

新 生 児 死 亡：生後４週未満の死亡 

早期新生児死亡：生後１週未満の死亡 

死 産：妊娠満 12 週以後の死児の出産 

周 産 期 死 亡：妊娠満 22 週以後の死産に早期新生児死亡を加えたもの 

合計特殊出生率：その年次の 15 歳～49 歳までの女性の年齢別出生率を合計した

もので、１人の女性が仮にその年次の年齢別出生率で一生の間

に生むとしたときの子ども数に相当する。 

※都道府県別の表章は、出生は子の住所、死亡は死亡者の住所、死産は母の住所、

婚姻は夫の住所、離婚は別居する前の住所による。 

 

 

※この概況は、下記ホームページからもご覧いただけます。 

（山形県ホームページ） 

http://www.pref.yamagata.jp/ou/kenkofukushi/090001/plan_dept/toukei.html 

 

※全国版の概況は、厚生労働省のホームページからご覧いただけます。 

（掲載場所 URL） 

http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/geppo/nengai16/index.html 

 

 

 

表 章 記 号 の 規 約 

 

係数のない場合               ― 

計数不明の場合               … 

0.05 未満の場合              0.0 

統計項目上あり得ない場合          ・ 

 

 

 



　　人口動態統計（概数）は、日本において発生した日本人の事象を客体としている。

　についてまとめたものである。

人口動態調査票は、戸籍法及び死産の届出に関する規程により市町村長が受理した各種届

出に基づいて作成され、保健所、都道府県を経由して厚生労働省に報告され、集計される。

この概況は、平成27年（１月１日～12月31日）の人口動態統計（確定数）のうち、山形県分

平成27年人口動態統計（確定数）の概況

（山形県分)

的に把握することにより、人口、保健衛生、社会保障など厚生行政施策の基礎資料とするため

  の統計調査である。

１　総　　覧

表１　人口動態総覧（対前年比較)

人口動態調査（指定統計第５号)は、出生・死亡・死産･婚姻・離婚という人口動態事象を計量

(全国)実数 （全国）率

平成27年 平成26年 増減 平成27年 平成26年 平成27年 平成27年

出生 7,831 7,966 △ 135 7.0 7.1 1,005,677 8.0 21.5

死亡 14,960 15,032 △ 72 13.4 13.4 1,290,444 10.3 41.0

うち乳児死亡 18 19 △ 1 2.3 2.4 1,916 1.9 0.05

うち新生児死亡 7 9 △ 2 0.9 1.1 902 0.9 0.02

自然増減 △ 7,129 △ 7,066 △ 63 △ 6.4 △ 6.3 △ 284,767 △ 2.3 △ 19.5

死産 181 173 8 22.6 21.3 22,617 22.0 0.5

うち自然死産 94 88 6 11.7 10.8 10,862 10.6 0.3

うち人工死産 87 85 2 10.9 10.4 11,755 11.4 0.2

周産期死亡 32 34 △ 2 4.1 4.3 3,728 3.7 0.09

種別

（山形県）実数（人・件） （山形県）率　（注） （山形県）

１日当たり

発生件数
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　なり、県では減少、全国では増加した。

  っている。

　　　死産率は出産（出生＋死産）千対。　　　　　　　　　　　

　　　出生・死亡・自然増減・婚姻・離婚率は人口千対。乳児・新生児・早期新生児死亡率は出生千対。

  （注）率について

県の出生率は、戦後の第一次ベビーブーム期（昭和22年～25年)以降、低下傾向が続いたも

のの、昭和46年から49年にかけて、第一次べビーブーム期に生まれた世代が子どもを生み始

２　 出　　生

（１）出生数及び出生率

　　平成27年の出生数は、県7,831人（前年比△135人）、全国1,005,677人（前年比＋2,138人）と

 　 出生率（人口千対）は、県7.0（前年比△0.1）、全国8.0（前年同率）であった。

　　県の全国順位は第42位（前年第41位）であった。

めたことにより上昇し、第二次ベビーブームを形成した。昭和50年以降は再び低下傾向とな

 　 　周産期死亡・妊娠満22週以後の死産率は出産（出生＋妊娠22週以後の死産）千対。

（２）出生の動向

(全国)実数 （全国）率

平成27年 平成26年 増減 平成27年 平成26年 平成27年 平成27年

出生 7,831 7,966 △ 135 7.0 7.1 1,005,677 8.0 21.5

死亡 14,960 15,032 △ 72 13.4 13.4 1,290,444 10.3 41.0

うち乳児死亡 18 19 △ 1 2.3 2.4 1,916 1.9 0.05

うち新生児死亡 7 9 △ 2 0.9 1.1 902 0.9 0.02

自然増減 △ 7,129 △ 7,066 △ 63 △ 6.4 △ 6.3 △ 284,767 △ 2.3 △ 19.5

死産 181 173 8 22.6 21.3 22,617 22.0 0.5

うち自然死産 94 88 6 11.7 10.8 10,862 10.6 0.3

うち人工死産 87 85 2 10.9 10.4 11,755 11.4 0.2

周産期死亡 32 34 △ 2 4.1 4.3 3,728 3.7 0.09

うち妊娠満22週以後死産
27 27 0 3.4 3.4 3,063 3.0 0.07

うち早期新生児死亡
5 7 △ 2 0.6 0.9 665 0.7 0.01

婚姻 4,522 4,699 △ 177 4.0 4.2 635,156 5.1 12.4

離婚 1,507 1,670 △ 163 1.35 1.48 226,215 1.81 4.1

種別

（山形県）実数（人・件） （山形県）率　（注） （山形県）

１日当たり

発生件数
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  生率が上昇しており、晩産化の傾向がうかがわれる。

図１　出生率の年次推移（山形県・全国）

   　平成27年は、20～24歳及び25～29歳で出生率が前年を下回った一方、30～34歳及び35～

（３）母の年齢階級（５歳階級）別にみた出生率

　   母の年齢階級（５歳階級）別に県の出生率（各階級別女性人口千対)をみると、昭和50年代

  から20～24歳及び25～29歳の出生率が低下し始め、代わって30～34歳及び 35～39歳の出

　39歳では前年を上回った。
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図２　母の年齢（５歳階級)別にみた出生率の年次推移　　(山形県)

　39歳では前年を上回った。
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　は減少、全国では増加した。

（４）合計特殊出生率

 　　合計特殊出生率は、県1.48（前年＋0.01）、全国1.45（前年比＋0.03）であった。

　 県の全国順位は第34位（前年第21位）であった。

表２　合計特殊出生率の年次推移（山形県・全国）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（注)率算出のための分母に用いた人口： 全国は各歳別日本人人口、県は平成22年までの国勢調査年次は５歳階級別日本人人口、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　平成27年は各歳別日本人人口、他の年次は５歳階級別総人口（総務省統計局）。

３   死　　亡

（１)死亡数及び死亡率

死亡率は、県、全国ともに昭和50年代初めまでは低下傾向が続いていたが、その後ほぼ横

（２）死亡の動向

  　死亡率（人口千対）は、県13.4（前年同率）、全国10.3（前年比＋0.2）であった。

　　死亡数は、県14,960人（前年比△72人）、全国1,290,444人（前年比＋17,440人）となり、県で

  ばいで推移し、昭和63年以降は上昇傾向にある。

　　県の全国順位は第４位（前年同順位）であった。

図３　死亡率の年次推移（山形県･全国）

死亡率（人口千対）

昭和 平成

45年 50年 55年 60年 2年 7年 12年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年

山形県 1.98 1.96 1.93 1.87 1.75 1.69 1.62 1.45 1.45 1.42 1.44 1.39 1.48 1.46 1.44 1.47 1.47 1.48

全　国 2.13 1.91 1.75 1.76 1.54 1.42 1.36 1.26 1.32 1.34 1.37 1.37 1.39 1.39 1.41 1.43 1.42 1.45
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４　自然増減数

　年比△15,302人）となり、県、全国ともにマイナスとなった。

　　 県の全国順位は第44位（前年第45位）であった。

自然増減率（人口千対）は、県△6.4（前年比△0.1）、全国△2.3（前年比△0.2）であった。

　　 出生と死亡の差である自然増減数は、県△7,129人（前年比△63人）、全国△284,767人（前
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